
「マイナス言葉を吐かずプラス言葉を大切に！」 

７月２日（火） 

本日３・４校時に全盲である酒井雅和さんを講師に迎え、1年生対象で「豊かな心をは

ぐくむ講演会」を行いました。生徒と一緒に給食を食べたり、掃除をする中で生徒たちと

対話をされるのが酒井さんのスタイルです。私は酒井さんと三田市の中学校で一緒に勤務

をしました。酒井さんは社会科の教師で軟式野球部の顧問も務められていました。丹波篠

山市に戻られても教鞭を続けられていましたが、2006年にモヤモヤ病により突然全盲にな

られました。命を絶ちたいと思うほどの絶望の日々を送られますが、明るさを取り戻され

たのは、2007年夏に「京都ライトハウス」の鳥居寮に入寮されてからでした。同じ境遇の

人や職員との出会いで心がほぐれ、歩行やパソコンなど社会復帰のための訓練生活を送ら

れました。酒井さんは次のように述べられています。「見えなくなったときは絶望のあま

り、走行中の車から飛び降りようとしたこともありました。しばらく引きこもりのような

絶望の日々を送りましたが、家族の勧めで入寮した「京都ライトハウス」の鳥居寮での社

会復帰訓練で、少しずつ自信を取り戻したんです。まだ馴染めなくて一人でいる頃、そこ

の先生がおっしゃいました。『あなた、いいとこあるんですよ。あなたの鼻はよく利く

し、触ってわかる力強い手足もあるし、耳も良く聞こえる。そしてゆっくりわかりやすく

喋れるじゃないですか。それだけいろんな体の機能が残っているのに、目が悪いだけで落

ち込んで。残っている機能を活かしていったら、まだまだできることあるじゃないです

か』と。もう終わったと思っていたのに、褒めてもらえて嬉しかった。まだ私には能力が

残っているなあ、チャレンジしてみようと思えたんです。」と。標題の「マイナス言葉を

吐かずプラス言葉を大切に・・」は酒井さんが大切にされている言葉です。お世話になり

ありがとうございました。 


